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日立インターメディックス株式会社 

現代社会は，電力，通信，交通，教育，上下水道など，さ
まざまな社会インフラに支えられて成り立っています。その
中でも「水」は生命の維持に不可欠であり，他の物質では代
替できない点でとりわけ重要です。
世界保健機関（WHO）によると，開発途上国や新興国の

著しい発展や人口増加に伴い，世界の約11億人が安全な飲
料水を利用できず，約26億人が下水道などの基本的な衛生
施設を使用できない状況にあると報告されています。「水の
世紀」とも「環境の世紀」とも呼ばれる今世紀は，環境に配慮
しつつ健全な水循環を維持し，誰もが安全・安心な水を利用
できるようにすることが求められています。
日本国内では水道・下水道が高い普及率を実現し，ほとん

どの地域で水に不自由しない生活ができるようになりました。
しかし，老朽施設の大規模な更新や，水インフラにかかわる
技術者の確保，技術の継承が必要となるなど，さまざまな課
題が顕在化しています。また，環境保全や省エネルギーなど
の時代の要請に，新しい技術で応えることも必要です。

最近では日本においても，水をエネルギーや食料と同様に
資源としてとらえ，その安全保障が課題と認識されるように
なってきました。水にかかわる日本の先進技術による，国際
貢献・海外進出への取り組みも加速しています。
このような，水を取り巻く社会情勢の変化を踏まえ，本特

集では，日立グループの取り組みを幅広く紹介することとし
ました。
　日立グループは，水源保全，水道，下水道，治水・利水な
どの幅広い分野で，１世紀近くにわたりさまざまな製品群を
提供しています。お客様とともに培った技術や経験，長年に
わたるモノづくりや先端技術開発，製品の信頼性確保への取
り組みなどを基に，水にかかわるさまざまな課題解決に取り
組む，水環境ソリューションを推進しています。
　本特集では，まず technotalkで，社外の産官学活動でも活
躍する日立グループの中堅社員に，水の安全・安心や環境保
全への取り組みについて，学識者と語り合ってもらいました。
またoverviewとして，日立グループの水環境ソリューション
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の概要を紹介しています。
続いて11編の論文を取り上げています。最初に，多様な
設備で地球温暖化対策などに貢献する「地球環境保全への取
り組み」と，水運用の全体最適化に貢献する「シミュレーショ
ン技術」，次に，上下水道の課題に ITできめ細かく対応する，
「情報制御システム」，「IP通信を利用した監視システム」，広
域監視にも対応する「多項目水質監視システム」を取り上げ
ました。
さらに，「水道」と「下水道」の両分野に関する研究開発の
最新事例，そして技術で事業運営に貢献する，「維持管理・サー
ビスソリューション」への取り組みを取り上げました。
最後に，「水処理設備」と「ポンプ設備」のグローバル展開
事例，そして，独自の磁気分離技術で海洋環境保全に寄与す
る「バラスト水浄化システム」を紹介しています。
環境適合性能や，情報通信技術，安全・安心を支える技術
などにより，従来の社会インフラに変革が生み出されつつあ
ります。日立グループは，こうした「社会イノベーション事
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業」にいっそう力を注ぐ方針であり，水環境分野での取り組
みはその一翼を担うものです。
本特集により，読者の皆様に日立グループの水環境への取

り組みの全体像をご理解いただき，水にかかわるさまざまな
課題解決の一助として，ご活用いただければ幸いです。
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特集

「水の世紀」の安全・安心に貢献する
日立グループのソリューション
世界的な経済成長や人口増加， 気候変動などの影響を受け， 今， 地球社会は水の危機にさらされている。
国連によれば， 現在， 世界中で40以上の国々が何らかの形で水不足の影響を受けていると考えられており， 
今後その数は増え続けると予想されている。
古来， みずからを「水穂（瑞穂）の国」と呼び， 清らかな水に恵まれた環境の中で豊かな水文化を育んできたわが国でさえ， 
上下水道設備や運用技術の維持・継承， 環境負荷の低減をはじめとする， 数々の課題に直面している。
世界でも最高水準の水質と安全性を誇る， わが国の水インフラ。
その品質を将来にわたって維持し， 水環境の健全な発展を図るために， 
長年の経験の中で磨かれてきた， ライフラインの信頼を支える技術は欠かせない。
さらに， 今後求められるいっそうの環境への配慮， 
グローバルな水問題への貢献という新たな使命に応えていくためには， イノベーティブな先進技術も求められる。
「水の世紀」における国内外の水環境向上をめざして， 
水の安全・安心を一世紀近くにわたって支えてきた日立グループは， 
技術による貢献を深めていく。
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2007年，営業車としては世界で初めて，ハイブリッド車
両「こうみ」は運行を開始しました。「こうみ」は蓄電池に
蓄えた電力と，ディーゼルエンジンで発電した電力とを効
率的に組み合わせながら走行し，環境負荷の大幅な低減を
実現しています。
本映像では，運行を支える「ハイブリッド駆動システム」
の解説とともに，大自然の中を駆け抜ける「こうみ」の走
行シーンをご覧いただくことができます。

2010年に創業100周年を迎える日立製作所，その歴史を
辿る映像シリーズの第2弾。
製品不良による人身事故，壊滅的な打撃となった工場火災
など，創業間もない日立製作所を見舞った数々の苦難。
そして苦難の後に待っていたのは，自主技術を追求しなが
らつかみ取った大型プロジェクトへの挑戦。
激動の時代を背景に，未熟ながらも「創意と工夫」で突き
進んでいった日立の，創業から完全独立に至る苦闘を，当
時としては画期的な水力発電用の大型水車製作のエピソー
ドを中心に描きます。

シリーズ「開拓者たち」第二話
技術者集団  多角化への礎

公開中

Information
日立グループの映像ポータルサイト「Hitachi Theater」

「こうみ」電力の回収可能な発電所をもつ列車
世界初   環境負荷を減らすハイブリッド駆動システム

公開中

http://www.film.hitachi.jp/

昨年度公開の映像コンテンツを集めた「Hitachi Theater」2009年度版DVD 

（日本語／英語）が完成しました。創業から今日まで約1世紀の歩みを振り返る
「シリーズ『開拓者たち』」をはじめ，長年にわたるパートナーシップで日立グルー
プが密接な関係を築いてきた中国やインドでの取り組み，環境保全に貢献す
る先進の製品・技術など，バラエティに富んだ映像の数々を収録しています。
今回，DVD完成記念として先着30名様にプレゼントいたします。
ご希望の方はお届け先のご住所を明記のうえ日立評論Webサイトの「お問い
合わせ」（http://www.hitachihyoron.com/inquiry/）よりご応募ください。

「Hitachi Theater」  2009年度版DVD（日本語／英語）が完成
プレゼント
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